


仙北市職員（上級・初級）
採用試験

【試験区分・採用予定人員・受験資格】

①上級一般行政／若干名
　昭和 57 年 4 月 2 日から平成 2 年 4 月 1 日までに
生まれた人。または平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれ
た人で大学卒または平成 24 年 3 月卒業見込の人。

②初級一般行政／若干名
　昭和 61 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日までに
生まれた人で短期大学卒業者を含みます。ただし、
4 年制大学卒業者（見込みを含む）は受験できません。

【申込用紙の請求】

　申込用紙・受験案内は、7 月 20 日（水）から、田
沢湖庁舎は総務部総務課、角館庁舎と西木庁舎は各
地域センター窓口で交付します。
　郵便請求の場合は、封筒の表に「職員【上級また
は初級】採用試験申込用紙請求」と朱書きし、あて
先を明記して 140 円切手を貼った返信用封筒（角型
2 号サイズ）を必ず同封して、総務部総務課職員係
へお送りください。

【申込手続き】

　申込書と自己紹介書に所要事項を全て記入し、申
込書の受験票部分には最近撮影した上半身、脱帽、
正面向き、縦 6 センチ、横 4.5 センチの写真 1 葉を貼っ
て、仙北市役所総務課職員係宛に提出してください。
＊角館地域センター、西木地域センターでは受付し
ません。

【申込受付期間】

８月 3 日（水）から８月 24 日（水）まで
（土・日曜日を除く、8：30 から 17：00 まで）

＊郵送の場合 8 月 24 日必着

【申込・問合せ】

仙北市総務部総務課職員係
〒 014-1298　仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地

0187-43-1111

【第1次試験日時・場所】

9 月 18 日（日）　10：00 ～ 12：00
ノースアジア大学（秋田市下北手桜字守沢 46-1）
＊第 2 次試験は、第 1 次試験の合格者に通知します。

【試験方法】

●第 1 次試験（教養試験）
①上級／大学卒業程度の一般的知識・知能について
　の筆記試験
②初級／高等学校卒業程度の一般的知識・知能につ
　いての筆記試験
●第２次試験（第１次試験合格者＝上級、初級共通）
　・個別面接により人物についての口述試験
　・文章表現力などについての作文試験
    ・健康診断書による職務に必要な健康度について
　　の身体検査

観光商工部観光課

佐々木　一総

観光課施設係として、駐車

場やトイレ・看板および抱

返り渓谷の遊歩道や駒ケ岳

の登山道等の整備をしてい

ます。震災の影響で当地に

観光で来られるお客様は少

なくなっていますが、この

ようなときだからこそやさ

しい上司や先輩方とともに、

観光地としての仙北市の魅

力向上に努めたいです。

総務部税務課　
高橋　直人

税務課で固定資産税を担当し

ています。土地・家屋・償却

資産など、専門知識や経験が

必要とされたり、窓口や電話

対応など市民と接することが

多かったりと、毎日が刺激が

ありやりがいを感じます。ま

だわからないことばかりです

が、たくさん学んで、市民の

期待に応えられる職員になれ

るよう、精一杯努力していき

ます。

仙
北
市
職
員
（
上
級
・
初
級
）
採
用
試
験

平成23年4月に採用された職員

平成２３年度

あなたの力を　

　　　仙北市のために！

※
「
デ
マ
ン
ド
型
（
予
約
制
）

乗
合
タ
ク
シ
ー
」
と
は

　

路
線
バ
ス
並
み
の
低
料
金
で
、
タ

ク
シ
ー
の
よ
う
に
出
発
地
か
ら
目
的

地
ま
で
比
較
的
自
由
に
移
動
で
き
る

新
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
白
岩
地
域
で
、
平

成
19
年
度
に
秋
田
県
で
初
め
て
本
格

導
入
し
、
現
在
で
は
利
用
方
法
も
定

着
し
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
足

と
し
て
通
学
や
通
院
に
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
白
岩
地
域
の
ほ
か
西
明

寺
、
桧
木
内
地
区
で
も
導
入
し
て
い

ま
す
。

西木・神代地域で
　地域公共交通の再構築に向けた
　　　　　　　意見交換会を開催します

　

羽
後
交
通
バ
ス
「
桧

木
内
線
」「
岡
崎
院
内
線
」

が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者

数
が
年
々
減
少
し
、
区
間
廃
止
や
減

便
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
利
便

性
低
下
に
加
え
運
行
継
続
し
て
い
く

こ
と
も
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

  

一
方
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
地

域
に
よ
っ
て
駅
や
バ
ス
停
ま
で
の
距

離
が
１
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
た
り
、

高
齢
化
に
伴
い
将
来
の
外
出
行
動
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
社
会
へ
の
対
応

や
両
地
域
の
道
路
事
情

を
考
り
ょ
す
れ
ば
、「
路
線
バ
ス
」

に
替
え
て
「
デ
マ
ン
ド
型
（
予
約
制
）

乗
合
タ
ク
シ
ー
（
下
記
参
照
）」
を

導
入
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
利
便
性

向
上
と
事
業
運
営
の
安
定
化
を
期
待

で
き
る
有
効
な
手
法
と
考
え
て
い
ま

す
。

現　　在

 ○路線バス「桧木内線」
 ○桧木内地区
　　デマンドタクシー
 ○西明寺地区
　　デマンドタクシー

 ○路線バス「岡崎院内線」

住居地域

　 上桧木内字戸沢

　 西明寺字小山寺

　 小山田字鎌足

　小松字本町

　 岡崎字神成沢
　
　 小松字羽根ケ台
　※生保内線沿線は除く

構想 ( 平成 24 年 4 月 )

　○西木北部地区
　　デマンドタクシー

　○西木南部地区
　　デマンドタクシー

　○神代地区
　　デマンドタクシー

～

～

～
→

意見交換会
日
時(

午
後
７
時
～)

　

会　
　

場

７
月
25
日(

月)

　

西
明
寺(
西
木
公
民
館)

７
月
26
日(

火)

　

桧
木
内(

桧
木
内
地
区
公
民
館)

７
月
27
日(

水)

　

上
桧
木
内(

紙
風
船
館)

７
月
28
日(

木)

　

神
代(

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー)

 

問
合
せ

　

企
画
振
興
課
地
域
交
通
支
援
係

　

電
話
（
43
）
１
１
１
２

こ
れ
ま
で

こ
れ
か
ら

　
そ
こ
で
　

将
来
を
見
据
え
た
新
し

い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
、
地

域
の
皆
様
と
協
働
で
創
り
た
い
と
考

え
、
下
記
の
構
想
を
た
た
き
台
と
し

て
意
見
交
換
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
交
通
手
段
が
無
く
ご
来
場
が
困
難
な
方
は
、
７
月
22
日
ま
で
に
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
送
迎
し
ま
す
。
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し
か
し
、
国
保
の
加
入
者
が
減
少
し
て
い

る
た
め
、
上
の
グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、
加

入
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
加
入
者
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
今
後

も
医
療
費
は
増
え
続
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
の
国
保
税
の
算

定
に
あ
た
っ
て
は
、
運
営
安
定
化
計
画
の
財

政
運
営
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、医
療
費（
歳

出
）
に
見
合
っ
た
税
収
（
歳
入
）
の
確
保
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
前
年
度
の
収
支
状
況
や

　

仙
北
市
の
国
保
は
今
、
加
入
者
の
高
齢
化

が
進
み
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
人
口
の
減
少
に
伴
い
国

保
加
入
者
が
減
り
続
け
、
さ
ら
に
経
済
状
況

の
悪
化
で
加
入
者
の
課
税
所
得
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、
医
療
費
に
見
合
う
国
保
税
の
確

保
が
困
難
な
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
仙
北
市
で
は
今
年
２
月
、
国
保

財
政
の
悪
化
を
改
善
し
、
国
保
制
度
を
将
来

に
渡
っ
て
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に

「
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定
化

計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
23
年
度
の
予
算
に

は
計
画
に
基
づ
き
、
一
般
会
計
か
ら
１
億
円

を
国
保
会
計
に
繰
入
れ
て
、
こ
れ
を
財
源
と

し
て
今
後
の
国
保
税
の
負
担
緩
和
や
基
金
の

積
立
に
充
て
る
こ
と
に
よ
り
国
保
の
財
政
基

盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

税
率
を
改
正
し
て

　

低
所
得
者
や
高
齢
者
の

　
　

税
負
担
の
緩
和
を
図
り
ま
す

　

仙
北
市
の
国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
（
保

険
給
付
費
）
の
約
２
割
が
薬
（
調
剤
）
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ご
本
人
の
負
担
が
軽
く
な
り
、
医
療
費

も
抑
制
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
が
抑
制
さ
れ
る
と
国
保
税
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
、
国
保
の
財
政
の
健
全
化
に
も

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？
】

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
低
価
格
な

の
に
、
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同
等
と

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
薬
品
の
こ
と
で
、
価

格
（
薬
価
）
は
新
薬
の
約
７
割
と
な
っ
て
い

て
、
既
に
同
じ
効
き
目
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
数
多
く
発
売
さ
れ
て
い
る
と
価
格
は

さ
ら
に
安
く
な
り
、
１
つ
の
薬
代
で
約
２
割

か
ら
７
割
安
く
な
る
た
め
、
薬
を
併
用
し
て

い
る
人
や
長
期
間
飲
み
続
け
て
い
る
人
ほ
ど

医
療
費
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

国
保
は
病
気
や
け
が
の
と
き
に
、
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
た
め
加
入
者
み
ん
な
で
助

け
合
う
制
度
で
す
。
会
社
を
辞
め
た
と
き
、

誰
も
が
必
ず
加
入
す
る
こ
と
か
ら
、
医
療
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
大
切
な
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。「
特
定
健
診
」
や
各

種
の
が
ん
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
積
極

的
に
受
診
し
、
普
段
の
生
活
の
中
で
ス
ポ
ー

ツ
や
適
度
な
運
動
を
実
践
し
て
市
民
の
み
な

さ
ん
が
健
康
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
医
療
費
の
抑
制
に
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
し
、
国
保
制
度
を
支
え
る
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
特
定
健
診
、
が
ん
検
診

を
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
健
康
が

　

国
保
を
支
え
る
力
に
な
り
ま
す

【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
る
に
は
？
】

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
ど
の
医
療
機

関
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
病
院
や
薬
局
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
処
方
せ
ん
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
不
可
の
サ
イ
ン

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

変
更
不
可
の
サ
イ
ン
が
な
け
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
医
師
や
薬
剤
師
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
希
望
す
る
こ
と
を
直
接
話
し
に
く
い
時

は
診
察
券
や
処
方
せ
ん
と
一
緒
に
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
提
示
す
る

と
希
望
を
伝
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
国
保
の
担
当
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
の

国
保
税
の
税
率
を
改
正
し
ま
す

○
特
定
健
診
、
各
種
検
診
の
問
合
せ

　

保
健
課
（
55)

１
１
１
２

○
国
民
健
康
保
険
と

　

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
の
問
合
せ

　

市
民
課
（
43
）
３
３
０
７

平
成
22
年
度

国
保
会
計
は
単
年
度

 

約
２
１
０
０
万
円
の

　

黒
字
決
算
の
見
込
み

～
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
て

　
国
保
医
療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

～
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

　

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

　
　
　
　
　
　
　

を
受
け
ま
し
ょ
う
～

～
各
種
が
ん
検
診
や

「
国
保
・
後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
」
へ

　
　
　
　

の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
～

加
入
者
の
課
税
所
得
の
減
少
等
を
考
慮
し

て
、
加
入
者
一
人
当
た
り
の
課
税
額
は
前
年

の
当
初
課
税
額
と
ほ
ぼ
同
額
に
抑
制
し
、
さ

ら
に
低
所
得
者
や
高
齢
者
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
国
保
税
の
応
能

割
合
（
税
負
担
の
能
力
に
応
じ
て
課
税
す
る

所
得
割
と
資
産
割
）
と
応
益
割
合
（
給
付
を

受
け
る
加
入
者
数
や
世
帯
ご
と
に
平
等
に
課

税
す
る
均
等
割
（
一
人
当
た
り
）
と
平
等
割

（
世
帯
当
た
り
））
の
均
衡
を
図
る
こ
と
で
、

低
所
得
者
や
高
齢
者
の
負
担
を
緩
和
す
る
税

率
に
改
正
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

増減

0.6％

－

△ 400 円

△ 1,000 円

10,000 円

0.3％

－

△ 200 円

△ 200 円

10,000 円

0.3％

－

△ 500 円

△ 400 円

20,000 円

改正後

7.3％

25.0％

24,800 円

23,000 円

510,000 円

3.2％

12.0％

10,600 円

8,200 円

140,000 円

2.3％

4.5％

8,500 円

5,000 円

120,000 円

改正前

6.7％

25.0％

25,200 円

24,000 円

500,000 円

2.9％

12.0％

10,800 円

8,400 円

130,000 円

2.0％

4.5％

9,000 円

5,400 円

100,000 円

区分

所得割率

資産割率

均等割額

平均割額

課税限度額

所得割率

資産割率

均等割額

平均割額

課税限度額

所得割率

資産割率

均等割額

平均割額

課税限度額

医
療
費
分

高
齢
者
支
援
分

介
護
保
険
分

平成２3 年度国保税率の改正内容

※平成２3年度の納税通知書は、７月中旬に発送します。

　

平
成
22
年
度
の
国

保
会
計
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
流
行

が
起
こ
ら
な
か
っ
た

こ
と
や
、
糖
尿
病
や

高
血
圧
症
等
の
生
活

習
慣
病
に
起
因
す
る

が
ん
や
循
環
器
系
の

重
症
患
者
が
減
少
し

た
こ
と
か
ら
、
当
初

の
見
込
み
よ
り
も
医

療
費
が
抑
制
さ
れ

た
た
め
、
合
併
以
来

初
め
て
単
年
度
で
約

２
１
０
０
万
円
の
黒

字
決
算
に
な
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

　

災
害
に
よ
り
財
産
に
大
き
な
損
失
を
受

け
た
り
、
病
気
や
失
業
で
、
世
帯
の
所
得

が
著
し
く
減
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
国

保
税
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
問
合
せ

　

税
務
課　

電
話(

43)

１
１
１
７

　

国
保
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
そ
の
予
備
群
の
発
見
を
目
的
と
し
た
「
特

定
健
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
健

診
に
よ
っ
て
対
象
者
と
な
っ
た
方
に
は
、
保

健
師
が
健
診
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
症
状
に

合
わ
せ
て
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
動

機
付
け
支
援
や
積
極
的
支
援
に
よ
る
「
特
定

保
健
指
導
」
を
実
施
し
て
症
状
の
改
善
や
予

防
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
特
定
健
診
は
仙
北

市
の
集
団
健
（
検
）
診
の
な
か
で
、
国
保
加

入
者
の
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に

無
料
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

国
保
で
は
、「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
」
の
ほ
か
各
種
の
が
ん
検
診
や
人
間
ド
ッ

ク
へ
の
助
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
受
診

す
る
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
仙
北
市
が
助

成
す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
短
期
人
間
ド
ッ

ク
助
成
制
度
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
助
成
の
対
象
と
な
る
受
診
医
療
機
関

　

・
市
立
角
館
総
合
病
院

　

・
市
立
田
沢
湖
病
院

　

・
仙
北
組
合
総
合
病
院

国保１人当たり医療費（保険給付費）の推移　（単位：円）



　

仙
北
市
と
市
商
工
会
は
６
月
30

日
、
郡
内
高
校
３
年
生
を
対
象
と
し

た
仙
北
市
事
業
所
視
察
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
会
は
、
就
職
を
希
望
す

る
生
徒
た
ち
の
市
内
企
業
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
市
企
業
等
連
絡
協
議
会
の
協
力

に
よ
り
行
わ
れ
、
今
年
度
は
６
校
か

ら
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
視
察
会
に
先
立
ち
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
角
館
・
茂
木
所
長
か
ら
就
職

活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、

参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ
、
製
造
業

や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
３
ヶ
所
ず
つ
訪

問
。
各
事
業
所
の
説
明
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。  

企
業
か
ら
は
「
今

は
ど
こ
の
企
業
も
厳
し
い
時
期
だ
か

ら
、
信
念
を
持
ち
我
慢
強
く
頑
張
る

事
が
大
事
」
と
激
励
の
言
葉
も
あ

り
、
視
察
会
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は

「
職
業
に
対
す
る
視
野
が
広
が
っ
た
」

「
色
々
な
会
社
が
若
者
を
し
っ
か
り

育
て
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な

ど
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
一
斉
植
栽

仙
北
市
事
業
所
視
察
会

就
職
希
望
の
高
３
生
が
参
加

農
業
委
員
異
動
の
お
知
ら
せ

新
任
農
業
委
員
就
任

　
６
月
14
日
、
国
土
交
通
省
角
館
国

道
維
持
出
張
所
と
大
曲
仙
北
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
本
部
、
盛
岡
西
消

防
署
の
43
人
が
、
岩
手
県
と
秋
田
県

を
結
ぶ
国
道
46
号
仙
岩
道
路
で
仙
岩

ト
ン
ネ
ル
と
仙
岩
管
理
所
の
防
災
設

備
な
ど
の
合
同
点
検
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
点
検
で
は
、
交
通
事
故
な
ど

に
よ
る
人
身
事
故
や
車
両
火
災
な
ど

の
重
大
な
災
害
に
備
え
、
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
、
防
災
設
備
な

ど
の
機
能
の
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

仙
岩
ト
ン
ネ
ル
防
災
設
備
等
の
合
同
点
検

事
故
な
ど
の
災
害
に
備
え
る

　
６
月
30
日
、
平
成
23
年
度
全
国
少

年
補
導
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式
が
仙

北
警
察
署
で
行
わ
れ
、
高
根
貞
緒
さ

ん
（
角
館
町
）
が
栄
誉
銅
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
高
根
さ
ん
は
、
平
成
４
年
か
ら
少

年
保
護
育
成
委
員
、
平
成
15
年
か
ら

は
仙
北
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会

副
会
長
と
し
て
会
務
を
運
営
し
て
い

る
ほ
か
、
街
頭
補
導
活
動
や
少
年
防

犯
弁
論
大
会
の
開
催
な
ど
、
少
年
の

健
全
育
成
活
動
を
積
極
的
に
推
進
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
多
年
に
わ
た
る
活

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
度

の
銅
章
受
章
者
は
県
内
で
３
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
少
年
補
導
功
労
者
表
彰

高
根
貞
緒
さ
ん
に
栄
誉
銅
章

三浦  猛  さん石郷岡  勇一  さん
　
６
月
１
日
付
け
仙
北
農
業
共
済
組
合
の

推
薦
委
員
と
し
て
三
浦 

猛 

さ
ん
（
田
沢

湖
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
三
浦
さ
ん
は
、

平
成
19
年
か
ら
同
組
合
理
事
を
務
め
ら
れ
、

農
業
政
策
に
精
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
25
日
付
け
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同

組
合
の
推
薦
委
員
と
し
て
石
郷
岡 

勇
一 

さ

ん
（
角
館
町
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
石

郷
岡
さ
ん
は
、
角
館
町
碇
土
地
改
良
区
理

事
長
と
し
て
、
平
成
23
年
か
ら
は
、
同
組

合
理
事
を
務
め
ら
れ
、
農
業
政
策
に
精
通

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
木
町
の
国
道
１
０
５
号
（
西
荒

井
か
ら
堂
村
ま
で
の
区
間
約
４・６

㌔
メ
ー
ト
ル
）
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
に
親
し
ま
れ
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
の
一
斉
植
栽
が
、
７
月
３
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
植
栽
に
は
、
地
域
住
民
や
西
明
寺

中
学
生
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
。

黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
苗
約
５
万
株
を
、
丁
寧
に
植

え
て
い
き
ま
し
た
。

　
西
木
町
で
は
、
平
成
13
年
に
７
月

の
第
１
日
曜
日
を
「
花
の
日
」
と
制

定
し
、
毎
年
こ
の
一
斉
植
栽
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
花
は
８
月
下
旬
頃
か

ら
開
花
し
、秋
ま
で
観
賞
で
き
ま
す
。

仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
う

　
７
月
３
日
、
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

が
田
沢
湖
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

敷
地
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
消
防
団
（
全
10
分
団
）
か
ら

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
23
班
、
規

律
訓
練
の
部
に
７
分
団
が
出
場
し
、
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
目
の
上
位
３
チ
ー
ム

は
、
７
月
16
日
に
大
仙
市
雄
物
川
運
動

公
園
で
行
わ
れ
る
大
仙
市
仙
北
市
美
郷

町
支
部
消
防
訓
練
大
会
に
進
み
ま
す
。

　
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優
勝　
　
第
８
分
団
１
班

準
優
勝　
第
５
分
団
３
班

第
３
位　
第
１
分
団
２
班

規
律
訓
練
の
部

優
勝　
　
第
９
分

準
優
勝　
第
３
分

第
３
位　
第
１
分

フ ラ ワ ー ロ ー ド

地
域
の
話
題
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仙北市公の施設の

指定管理者を
募集します

　
市
で
は
、「
指
定
管
理
者
制
度
」
を

活
用
し
て
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
を

図
る
た
め
、
下
記
の
公
の
施
設
に
つ

い
て
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
指
定
管
理
者
は
、
市
が
設
置
す
る

選
定
委
員
会
で
の
応
募
者
の
審
査
結

果
を
踏
ま
え
て
市
長
が
候
補
者
を
決

定
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
正
式
に

決
定
さ
れ
ま
す
。

　
募
集
要
項
の
配
布
や
、
質
問
事
項

の
受
付
な
ど
は
各
施
設
の
担
当
課
で

行
っ
て
い
ま
す
。
応
募
を
希
望
さ
れ

る
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
皆
様
の
御

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
・・・

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
15
年
６
月
の

地
方
自
治
法
一
部
改
正
に
よ
り
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
市
が
設
置
す
る
公
の
施

設
の
管
理
を
お
願
い
で
き
る
相
手
方

は
「
公
共
的
団
体
」
や
「
市
の
出
資

法
人
」
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
指
定
管
理
者
制
度
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
民
間
事
業

者
な
ど
に
も
お
願
い
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
の

能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応
・
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
・
効
率
的
な
運
営
に

よ
る
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
４
月
現
在
、
31
施
設
が

指
定
管
理
者
制
度
の
も
と
で
管
理
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
る
公

の
施
設
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
施

設
や
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
、
各
施

設
の
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
配
付
・
質
問
受
付
・
申

請
書
の
受
付
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
き
ま
す
。

下延コミュニティセンター・農村公園

所在地 角館町下延段添 198 番地

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日から 5 年間

参加資格 仙北市内に主たる事業所を有する

法人、その他の団体

募集要項配布・

質問受付

平成 23 年 7 月 15 日（金）～

8 月 19 日（金）

申請書提出日 平成 23 年 8 月 29 日（月）～

9 月 2 日（金）

担当課 角館地域センター　 43-3309

八割コミュニティセンター

所在地 角館町八割西ケ沢 195 番地

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日から 5 年間

参加資格 仙北市内に主たる事業所を有する

法人、その他の団体

募集要項配布・

質問受付

平成 23 年 7 月 15 日（金）～

8 月 19 日（金）

申請書提出日 平成 23 年 8 月 29 日（月）～

9 月 2 日（金）

担当課 角館地域センター　 43-3309

田沢湖観光情報センター

所在地 田沢湖生保内字男坂 68 番地

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日から 5 年間

参加資格 秋田県内に主たる事業所を有する

法人、その他の団体

募集要項配布・

質問受付

平成 23 年 7 月 15 日（金）～

8 月 19 日（金）

現地説明会 平成 23 年 7 月 29 日（金）

申請書提出日 平成 23 年 8 月 29 日（月）～

9 月 2 日（金）

担当課 観光課　 43-3352

田沢湖キャンプ場

所在地 田沢湖田沢字春山 152 番地 1

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日から 5 年間

参加資格 秋田県内に主たる事業所を有する

法人、その他の団体

募集要項配布・

質問受付

平成 23 年 7 月 15 日（金）～

8 月 19 日（金）

現地説明会 平成 23 年 8 月 1 日（月）

申請書提出日 平成 23 年 8 月 29 日（月）～

9 月 2 日（金）

担当課 観光課　 43-3352

角館駅前広場観光振興施設

所在地 角館町上菅沢 397 番地 2　ほか

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日から 5 年間

参加資格 秋田県内に主たる事業所を有する

法人、その他の団体

募集要項配布・

質問受付

平成 23 年 7 月 15 日（金）～

8 月 19 日（金）

現地説明会 平成 23 年 7 月 28 日（木）

申請書提出日 平成 23 年 8 月 29 日（月）～

9 月 2 日（金）

担当課 観光課　 43-3352

角館中心市街地活性化支援センター

所在地 角館町上新町 43 番地 1

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日から 5 年間

参加資格 仙北市内に主たる事業所を有する

法人、その他の団体

募集要項配布・

質問受付

平成 23 年 7 月 15 日（金）～

8 月 19 日（金）

現地説明会 平成 23 年 7 月 26 日（火）

申請書提出日 平成 23 年 8 月 29 日（月）～

9 月 2 日（金）

担当課 商工課　 43-3351

勤労青少年ホーム・外ノ山テニスコート

所在地 角館町外ノ山 19 番地

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日から 5 年間

参加資格 秋田県内に主たる事業所を有する

法人、その他の団体

募集要項配布・

質問受付

平成 23 年 7 月 15 日（金）～

8 月 19 日（金）

現地説明会 平成 23 年 7 月 26 日（火）

申請書提出日 平成 23 年 8 月 29 日（月）～

9 月 2 日（金）

担当課 生涯学習課　 43-3383

角館交流センター

所在地 角館町中菅沢 77 番地 30

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日から 5 年間

参加資格 仙北市内に主たる事業所を有する

法人、その他の団体

募集要項配布・

質問受付

平成 23 年 7 月 15 日（金）～

8 月 19 日（金）

現地説明会 平成 23 年 7 月 26 日（火）

申請書提出日 平成 23 年 8 月 29 日（月）～

9 月 2 日（金）

担当課 生涯学習課　 43-3383
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　仙北市の産業を振興し、元気ある地域を作ることを

目的として、仙北市の産業振興に関する基本条例検討

委員会から答申された条例素案に基づき、産業振興に

関する基本理念等を定めた「仙北市産業振興基本条例

（原案）」を作成しました。

　この条例（原案）への市民の皆さんのご意見を募集

します。

●閲覧・募集期間／ 7 月 20 日（水）～ 8 月 3 日（水）

●対象者／市内に住所を有する方・市内に事務所また

は事業所を有する個人および法人その他の団体

●閲覧資料／「仙北市産業振興基本条例」（案）

●閲覧場所等／商工課（角館中町庁舎）、各地域セン

ター・出張所、仙北市ホームページ

＊施設での閲覧は、土、日、祝日を除く 8 時 30 分か

ら 17 時 15 分まで

●意見提出方法／　

【郵送】〒 014-0318　仙北市角館町中町 36　

角館中町庁舎　商工課　宛

【FAX】0187-54-4102　

【電子メール】shoko@city.semboku.akita.jp

【持参】角館中町庁舎　商工課

＊記入様式は自由ですが、必ず住所、氏名、電話番号

を記入してください。

＊電話や口頭での意見は受け付けません。

＊ご意見に対する個別の回答はしません。

＊提出されたご意見や個人情報は目的以外に使用し

ません。

●問合せ／商工課　 43-3351

仙 北市産業振興基本条例（原案）
パブリックコメントの募集

●募集期間／ 7 月 15 日（金）～ 29 日（金）

募集住宅／

　【菅沢住宅 2-27】（築 32 年）　＊駐車場なし

　◆住所：角館町菅沢 46-2

　◆規格：集合住宅 3DK・3 階建ての 2 階

　◆月額家賃　15,100 円から（所得額による）

　【菅沢住宅 6-70】（築 30 年）　＊駐車場なし

　◆住所：角館町菅沢 46-1

　◆規格：集合住宅 3DK・3 階建ての 2 階

　◆月額家賃　16,300 円から（所得額による）

＊入居時に月額家賃の 3 カ月分の敷金の納付、連帯保

証人が必要となります。

＊暖房器具は、屋外給排気式（FF 式等）または電気

ストーブを使用していただきます。

※申し込みは 1 世帯 1 戸限りです。

●入居資格／次の①～⑤までの条件にすべてあては

まること。

①現に同居し、または同居しようとする親族があるこ

と（婚姻の予約者を含む）　②月額所得が 158,000 円以

下であること。ただし、小学校就学前の子どもがいる

世帯は 214,000 円以下であること　③現に住宅に困窮

していることが明らかな者であること　④市税を滞納

していない者であること　⑤暴力団員でないこと。

＊昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方は単身入居可

能です。

＊市外在住の方でも入居可能です。

＊不明な点がありましたら事前に都市整備課へご連

絡ください。

●申込方法／申込書に必要事項を記入し必要書類を

添えて、募集期間内に提出してください。（当日必着）

●提出先・申込書設置場所／都市整備課（西木庁舎）、

田沢湖地域センター、角館地域センター

●添付書類／①入居希望者の世帯の住民票謄本 1 通

（省略事項のないもの・婚姻予定者等は各 1 通）　②入

居希望世帯の市県民税世帯証明書 1 通（または過去１

年間の所得を証明する書類）　③入居希望者全員の納

税証明書各 1 通（学生は除く）

＊いずれも市役所窓口で発行しています。（手数料が

掛かります）

●選考方法／応募者多数の場合、書類審査のうえ公開

抽選（申込人によるくじ引き）を行います。

◆抽選日時：8 月 9 日（火）14：00

◆抽選場所：西木総合開発センター 2 階　農林研修室

●入居時期／ 8月15 日（月）から入居可能です。

◆問合せ　仙北市都市整備課　住宅公園係

　 43-2295

市 営住宅
入居者を募集します

　日中、仕事などで市税を納めることができない方の

ために、夜間納税窓口を開設します。

　また、諸事情により市税を納めることが困難な方の

ために納税相談窓口も併せて開設しますのでお気軽

にご来庁ください。

●日時／ 7 月 29 日（金）17：15 ～ 19：00

　＊開設時間に都合がつかない場合は、事前にご連絡

　ください。

●場所／税務課（田沢湖庁舎）、角館・西木地域センター

●問合せ／税務課　 43-1117

＊多重債務に関する相談も随時行っていますので、ご

遠慮なく来庁またはご連絡ください。

●平成23年8月1日納期限の税目は下記のとおりです。

口座振替日も納期限と同日ですので、前日まで通帳の

残高をご確認ください。

平成 23 年 8 月 1 日納期限…国民健康保険税第 1 期・

後期高齢者医療保険料第 1 期・固定資産税第 2 期

＊国民健康保険税・後期高齢者医療保険料については

減免制度がありますので、税務課までご相談くださ

い。

夜 間納税窓口
7月29日に開設します

　今年度から仙北市では、明るい社会づくりの一環と

して、様々な分野で社会参加され、いきいきとご活躍

されてる高齢者を表彰します。

　自薦他薦を問いませんので、ふるってご推薦くださ

い。

●表彰の対象となる方／

①今年 9 月 15 日現在 65 歳以上の市民または、市に関

　係のある個人

②市民の模範となる善行や明るい社会づくりに貢献し

　た方など

【社会参加の主な例】健康・スポーツ、趣味、地域の行事、

芸術、文化、教育、就業、生産、企業団体経営、子育て・

高齢者支援、環境保全、交通安全、防災・防火、防犯、

行政、ボランティア　　　　　　

●推薦の期間／ 7 月 15 日（金）～ 8 月 1 日（月）

●推薦の方法／長寿支援課、各地域センターほか窓口

に備え付けの推薦用紙にご記入のうえ、ご提出くださ

い。（推薦用紙は、市のホームページからダウンロード

もできます）

●受賞者決定の連絡／ 9 月初旬、表彰予定者ご本人に

お知らせします。

●その他／市では、「仙北市高齢者輝き表彰」の対象

者から若干名を「秋田県はつらつ高齢者輝き 100 選知

事表彰」の候補として推薦します。

●問合せ／長寿支援課　 43-2281

仙 北市高齢輝き表彰
いきいきと活躍されている方

を推薦してください

　水道を利用されている皆様のなかで、今年度中に耐

用年数をむかえる水道メータを企業局より委託を受

けた工事業者が訪問し、メータ交換を実施することに

なりました。利用者の皆様には大変ご不便、ご迷惑を

おかけしますが、ご協力をお願いします。

●交換作業期間／平成 23 年 11 月 30 日まで

●業務委託業者／◆角館地区：（有）門脇設備工業

◆田沢湖地区：（株）高田組　◆西木地区：（有）高橋

鉄工所

＊ご不明な点がありましたら、下記へお問い合わせく

ださい。

●問合せ／企業局工務課　 54-2390

水 道メータ
交換実施のお知らせ

●応募資格／秋田県民であればどなたでも。県内で働

いている方、県内の学校に通学の方も応募可能。

●応募期間／第 3 弾分：7 月 25 日（月）（当日到着分

まで）

●対象施設／仙北市内の全宿泊施設（キャンプ場、バ

ンガロー等は不可）

●応募方法／住所、氏名、年齢を明記のうえ、はがき、

FAX、電子メールでご応募ください。

仙 北市宿泊ファミリー券
5,000 円券を 500 人に

プレゼント

●抽選日／第 3 弾：7 月 26 日（火）

＊応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます。

はずれた方の中から 100 人に 500 円分の市内宿泊施設

利用券を差し上げます。

●申込・問合せ／

　〒 014-0318　仙北市角館中町 36

　仙北市観光商工部　観光課

　 0187-43-3352　FAX 0187-54-4102　

　電子メール kanko@city.semboku.akita.jp

市役所からの
お知らせ
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昔
か
ら
言
わ
れ
た
怖
い
も
の
ベ
ス
ト

４
が
「
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
」
で

す
。
ち
な
み
に
親
父
は
「
大
山
風
（
オ

オ
ヤ
マ
ジ
）
」
で
台
風
の
こ
と
な
ん
だ
と

か
。
知
ら
な
か
っ
た
な
あ
。

　

現
在
の
仙
北
市
怖
い
も
の
ベ
ス
ト
４

は
、
「
地
震
・
大
雨
・
火
事
・
火
山
」
で

す
。
地
震
は
東
日
本
大
震
災
の
後
、
仙

北
市
内
で
直
下
型
と
感
じ
る
揺
れ
が
何

度
も
起
き
て
い
て
、
市
で
対
策
を
強
化

中
で
す
。

　

さ
て
大
雨
、
こ
れ
は
昨
年
夏
も
先
月

も
“
ゲ
リ
ラ
豪
雨
”
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

あ
の
降
り
方
は
、
亜
熱
帯
地
方
の
ス
コ
ー

ル
だ
と
指
摘
し
た
方
が
い
ま
す
。
ま
さ

に
そ
の
通
り
。
大
雨
に
備
え
た
対
策
は
、

社
会
全
体
で
進
め
な
い
と
歯
が
立
ち
ま

せ
ん
。
河
川
整
備
、
水
路
の
幅
や
深
さ

な
ど
、
国
、
県
で
の
基
準
の
見
直
し
は

絶
対
必
要
で
す
。

　

話
は
少
し
そ
れ
ま
す
が
、
都
会
は
猛

暑
を
通
り
越
し
て
酷
暑
で
す
。
東
京
な

ど
へ
の
出
張
は
命
が
け
で
、
自
分
は
見

る
か
ら
に
夏
向
き
で
は
な
い
体
格
（
常

に
20
キ
ロ
の
重
ね
着
を
し
て
い
る
状
態
）

の
た
め
、
両
ポ
ケ
ッ
ト
に
最
低
で
も
２

枚
の
ハ
ン
カ
チ
を
し
の
ば
せ
て
出
か
け

ま
す
。
と
こ
ろ
が
電
車
の
中
で
１
枚
は

グ
チ
ョ
グ
チ
ョ
。
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て

会
議
会
場
へ
入
る
と
、
中
は
節
電
対
策

で
蒸
し
風
呂
状
況
。
で
も
、
辛
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
国
の
特

産
と
言
わ
れ
て
い
た
農
作
物
が
、
ど
ん

ど
ん
北
上
を
続
け
て
い
ま
す
（
も
ち
ろ

気
象
変
動
だ
け
で
は
な
く
、
栽
培
技
術

の
進
展
も
大
き
い
）
。
こ
れ
な
ど
は
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
と
ら

え
れ
ば
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

火
事
は
怖
い
も
の
ベ
ス
ト
４
の
中
で
、

唯
一
自
身
が
気
を
付
け
れ
ば
起
こ
さ
な

く
て
す
む
災
害
で
す
（
も
ら
い
火
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
…
）
。
徹
底
し
た

防
火
意
識
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
火
山
。
噴
火
40
周
年
説
の
駒

ケ
岳
は
、
地
熱
の
高
い
エ
リ
ア
が
拡
大

し
て
い
る
報
告
が
あ
り
、
警
戒
を
続
け

て
い
ま
す
（
変
化
に
要
注
意
！
）
。

  

こ
の
他
、
個
人
的
に
怖
い
の
は
、
オ

バ
ケ
と
学
生
時
代
の
通
信
簿
、
そ
れ
に

怠
惰
心
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
も
出
て
来

て
も
ら
っ
て
は
大
変
で
す
。

怖
い
も
の
ベ
ス
ト
４

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記
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5 月 23 日 
団体名　　桜美町若者会有志

支援場所　山田町

　　　　　豊間根地区避難所 

支援内容　炊き出し：昼食

　　　　　焼きそば　200 食

5 月 24 日 
団体名　　田沢湖水深委員会 

支援場所　山田町

　　　　　中央公民館他 2 保育園 

支援内容　炊き出し：昼食

　　　　　きりたんぽ他　150 食

5 月 27 日
団体名　　田沢湖包和会

支援場所　山田町

　　　　　豊間根地区避難所 

支援内容　炊き出し：昼食

　　　　　米粉団子

　　　　　お吸い物　100 食

6 月 19 日 
団体名　　田沢湖水深委員会 

支援場所　山田町

　　　　　豊間根保育園 

支援内容　炊き出し：昼食

　　　　　きりたんぽドック

　　　　　 300 食

6 月 25 日 
団体名　　田沢地域運営体「荷葉」 

支援場所　山田町

　　　　　大浦漁村センター 

支援内容　炊き出し：昼食　

　　　　　おもち、たけのこ汁　

　　　　　300 食、地元産レタス、 

　　　　　アスパラ

6 月 30 日 
団体名　　角館地区民生委員 

支援場所　山田町　南小学校 

支援内容　花、プランター 150 個

　
国
民
年
金
か
ら
は
、
65
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
、

不
慮
の
事
故
の
た
め
の
障
害
基
礎
年
金
と

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
国
民
の
暮

ら
し
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
障
が
い
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
国
民
年

金
に
加
入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
間
に
あ
る
方
が
、
一
定
の
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
は
、
障
が
い
の
程
度
が
１
級
の

と
き
が
98
万
６
１
０
０
円
（
平
成
23
年
度

価
格
・
年
額
・
以
下
同
じ
）、
そ
れ
よ
り
軽

い
程
度
の
２
級
の
と
き
が
78
万
８
９
０
０

円
で
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
に
は
子

（
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
18
歳
到
達
年
度

の
末
日
ま
で
の
子
ま
た
は
20
歳
未
満
で
１

級
・
２
級
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
子
・

以
下
同
じ
）
の
加
算
額
が
あ
っ
て
、
そ
の

額
は
一
人
に
つ
い
て
７
万
５
６
０
０
円
（
た

だ
し
、
二
人
目
ま
で
は
一
人
に
つ
い
て

22
万
７
０
０
０
円
）
で
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
加
算
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
受
給
権
が
発
生
し
た
後

に
結
婚
・
出
産
し
て
も
、
配
偶
者
や
子
ど

も
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
加

算
額
が
、
年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
後
で

も
配
偶
者
や
子
ど
も
へ
の
加
算
額
を
届
出

に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

同
一
の
子
を
対
象
と
し
た
障
害
年
金
の
子

の
加
算
と
配
偶
者
の
方
へ
支
払
わ
れ
る
児

童
扶
養
手
当
の
両
方
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の
子

の
加
算
の
ど
ち
ら
を
受
け
る
か
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
の
金

額
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
額
と
で

比
較
し
て
金
額
の
高
い
方
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
る
ほ

か
、
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
も
子
の

人
数
に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
た
め
、
詳
し

く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は
「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

遺
族
基
礎
年
金

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
に

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
亡
く
な
っ
た
方
に

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま

た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、

子
が
一
人
の
妻
に
は
１
０
１
万
５
９
０
０

円
、
一
人
の
子
だ
け
に
は
78
万
８
９
０
０

円
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
が
二
人
以

上
の
と
き
に
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
障

害
基
礎
年
金
と
同
様
の
加
算
が
行
わ
れ
ま

す
。

年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

　
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
初
診
日
等
（
障
害
基
礎

年
金
で
は
初
診
日
、
遺
族
基
礎
年
金
で
は

死
亡
日
・
以
下
同
じ
）
の
あ
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
間
」
の
う
ち
、
３
分
の
２

以
上
の
期
間
が
、
①
保
険
料
を
納
め
た
期

間
ま
た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

で
あ
る
と
い
う
「
保
険
料
の
納
付
要
件
（
３

分
の
２
要
件
）」
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※ 

「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間
」
は
、
原
則
と
し
て
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
で
す
が
、
海
外

に
在
住
し
て
い
る
期
間
や
、
厚
生
年
金
等

か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
期
間
は
除

か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
３
分
の
２
要
件
」
を
満
た
せ
な

く
て
も
、
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
65
歳
未

満
で
初
診
日
等
が
あ
る
場
合
、
初
診
日
等

の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
の
全

て
の
期
間
が
①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま

た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
老
齢
基
礎

年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
と
き
は
前
記
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
分
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
ご
心
配
な
方
や
国
民

年
金
の
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国
民
年
金
の
窓

口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
の
加
入
者
は

　
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金
は
、

厚
生
年
金
の
加
入
者
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
慮
の
と
き
に
は
障
害
年
金
と

遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す

国民年金だより

国民
年金



浅
あ さ り

利　成
な る

琉 伊
い さ わ

澤　大
だ い き

毅伊
い と う

藤　颯
そ う た

太伊
い と う

藤　希
の あ

彩菊
き く た

田　陽
は る き

生菊
き く ち

地　玲
れ い

衣草
く さ な ぎ

彅　陽
ひ な

菜草
く さ な ぎ

彅　里
り こ

香齋
さ い と う

藤　ひなた

佐
さ さ き

々木　夕
ゆ う

 佐
さ と う

藤　みこと 柴
し ば た

田　かん菜
な

菅
す が わ ら

原　匠
たくみ

菅
す が わ ら

原　摩
ま お

央鈴
す ず き

木　ともち関
せ き や

谷　颯
そ う た

太髙
た か だ

田　浩
こ う た ろ う

太朗髙
た か の

野　武
む さ し

蔵

髙
た か は し

橋　龍
りゅう

 田
た ぐ ち

口　一
い っ し ん

心 千
ち ば

葉　蕗
ふ き こ

子 千
ち ば

葉　凜
り ん か

花戸
と ざ わ

澤　清
せ い し ろ う

志郎西
に の み や

宮　理
り お

央芳
は が

賀　音
お と は

羽羽
は が わ

川　如
も と は

葉平
ひ ら た

田　皐
こ は く

博

藤
ふ じ か わ

川　実
み お

桜 藤
ふ じ し ま

島　馨
か ぐ ら

楽 藤
ふ じ わ ら

𠩤　翔
し ょ う き

希 細
ほ そ か わ

川　瑛
え い た

太前
ま え に し

西　空
く う や

弥三
み う ら

浦　剛
ご う き

貴三
み う ら

浦　永
と わ

遠三
み う ら

浦　葉
は づ き

月紀武
む と う

藤　樹
い つ き

希

武
む と う

藤　昊
こ う

 武
む と う

藤　珠
た ま き

稀 村
むらた

田　藍
あい

元
も と む ら

村　海
か い せ い

星吉
よ し だ

田　遥
は る ね

音渡
わ た な べ

辺　逞
た く み

示

　「親子よい歯のコン

クール」の県審査会

が 6 月 5 日に行われ、

吉 田 美 幸 さ ん（30）

と遥音ちゃん（4）親

子（田沢湖）が最優秀

賞に選ばれました。

　今回は平成 22 年度

の 3 歳児健診を受けた 7,311 人とその親の中から選ば

れ、最優秀賞の吉田さん親子は、9 月に東京で行われる

全国審査会に出場します。

　コンクールの基準は虫歯の有無や歯ならび、歯ぐきの

状態などが審査されます。

　美幸さんによると「毎日仕上げみがきを頑張りました。

嫌がった時もありましたが、辛抱強く続けたことや間食

が少ないことが良かったのかと思います」と教えてくれ

ました。

親子よい歯のコンクールで最優秀賞

に選ばれました！

　平成 22 年 10 月から平成 23 年 4 月までの 3 歳児

健診でむし歯の無かったお子さんを対象に、6 月 18 日、

健康管理センターで「子ども歯ッピーフェア」を開催

しました。

　秋田県歯科医師会の歯科衛生士や保健課の栄養士に

よる、虫歯予防についてのお話を聞き、表彰式、記念

撮影を行いました。

　参加者から、「虫歯予防のために頑張ったこと」を出

していただきました。お子さんの写真とともに紹介し

ます（敬称略）。皆さんの参考にしてみてください。

　なお、「子ども歯ッピーフェア」は１０月にも開催さ

れます。

子ども

歯ッピー
フェア

●阿
あ べ

部　ユリカ　　●伊
い と う

藤　絢
あ や と

斗　　●伊
い と う

藤　洸
こ う た ろ う

太郎

●佐
さ と う

藤　鈴
り ん

　　●鈴
す ず き

木　佳
け い た

太　　●鈴
す ず き

木　悠
ゆ う た

太

●高
た か だ

田　菜
な の は

花　　●羽
は ざ き

崎　ことあ　　●平
ひ ら お か

岡　来
ら い む

夢

●平
ひ ら さ わ

澤　亮
り ょ う が

河　　●藤
ふ じ わ ら

原　彩
さ え

妃　　●三
み う ら

浦　丈
じ ょ う い

偉

●吉
よ し か わ

川　湊
み な み

未

今回参加できませんでしたが、むし歯

の無かったお子さんです

むし歯予防のために気をつけたこと！頑張ったこと！

①
歯
み
が
き
に
つ
い
て

●
毎
日
歯
み
が
き
・
寝
る
前
は
必
ず
仕

　

上
げ
み
が
き
を
頑
張
っ
た
。

●
仕
上
げ
の
後
は
、
歯
医
者
さ
ん
に
勧

　

め
ら
れ
た
フ
ッ
素
を
塗
っ
て
い
る
。

●
パ
パ
が
毎
日
、
仕
上
げ
み
が
き
を
し

　

て
く
れ
た
。

●
歯
み
が
き
を
習
慣
づ
け
る
た
め
に
、

　

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
（
朝
食
後
・
寝

　

る
前
）
に
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
る
よ

　

う
に
し
た
。

●
お
風
呂
で
歯
み
が
き
の
歌
を
歌
い
な

　

が
ら
、
一
緒
に
歯
み
が
き
を
し
た
。

②
お
や
つ

●
飲
み
物
は
ジ
ュ
ー
ス
を
控
え
、
麦
茶

　

や
お
茶
、
水
に
し
た

●
キ
シ
リ
ト
ー
ル
入
り
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

　

を
あ
げ
た
り
し
た

●
ア
メ
は
個
数
を
決
め
て
、
歯
に
く
っ

　

つ
き
や
す
い
キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
は
控

　

え
た
。

③
そ
の
他

●
糸
よ
う
じ
も
使
っ
て
仕
上
げ
を
し
て

　

い
る
。

●
歯
医
者
さ
ん
で
販
売
し
て
い
る
フ
ッ

　

素
入
り
の
ジ
ェ
ル
や
ペ
ー
ス
ト
を
使

　

用
し
て
い
る
。

●
家
族
か
ら
虫
歯
菌
が
伝
染
し
な
い
よ

　

う
に
食
器
を
専
用
に
し
た
り
、
口
う

　

つ
し
な
ど
し
な
い
よ
う
に
し
た
。

●
歯
ブ
ラ
シ
選
び
か
ら
一
緒
に
行
い

　

き
っ
か
け
作
り
を
し
た
。

子ども歯ッピーフェア
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保
健
の
掲
示
板

文
化
情
報
は
っ
し
ん

　田沢湖畔にある潟前遺跡と玉川沿いにある黒倉Ⅰ遺

跡の発掘出土品、写真パネル約 100 点を展示します。

　潟前遺跡からは、約 2 万年前の旧石器、天然アスファ

ルトが入った縄文土器、縄文人が漁に使った石の錘な

ど、黒倉Ⅰ遺跡からは、躍動的な装飾のある縄文土器

が出土しました。

　これらの出土品から、湖と山の幸に恵まれた縄文人

の暮らしに思いを馳せてみませんか。

●会期／ 7 月 16 日（土）～ 8 月 21 日（日）

●会場／仙北市イベント交流館（新潮社記念文学館）

●開館時間／ 9：00 ～ 17：00

（入館は 16：00 まで）

●休館日／毎週月曜日（7 月

18日は開館。7月19日は休館）

●観覧料／高校生以上 300 円

【問合せ】イベント交流館

43-3333

田沢湖畔の縄文文化

～潟前遺跡と黒倉遺跡

秋田県埋蔵文化財センター出張展示

Information

　この度、秋田銀行職員組合より「中川小学校」「白

岩小学校」の２校に、それぞれ 45,000 円相当の児

童図書が寄贈されました。

　これは同組合が社会貢献活動の一環として、地域の

次世代育成支援を目的に、職員から寄せられた募金を

もとに行っている事業です。

　両校の児童は、真新しい本を手にした途端、目を輝

かせ早速読み出していました。

　素晴らしい贈り物、ありがとうございました。

児童図書の寄贈がありました

秋田銀行職員組合から

Topics

　「烏
えぼしおや

帽子於也」は、

角館町内の寺子屋の教

科書で全巻、暗誦用に

覚えやすく配慮し書か

れています。

　読み進むにつれて、

角館城下のにぎわいや町の様子が浮かんでくる場面も

あります。この作品に触れ、江戸時代にタイムスリッ

プした気分を味わってみませんか。参加費は無料です。

●日時／① 7 月 28 日　 ② 8 月 4 日 　③ 8 月 11 日

④ 8 月 18 日　全４回　※毎週木曜日　

10：00 ～ 12：00

●講師／冨木　耐一　氏

●会場／旧石黒（恵）家（角館表町上丁 1 番地）

●定員／各回とも 15 人（定員になり次第締切）

●受付／ 7 月 19 日（火）～ 25 日（月）（平日のみ）

●テーマ／

・第 1 回（7/28）　「烏帽子於也」（えぼしおや）　　

　－藩政期の寺子屋教科書－

・第 2 回（8/4）　日常の常識（陰）を読む

・第 3 回（8/11）　町並みの部（陽）を読む

・第 4 回（8/18）　須藤半五郎の人となり

　－秋田市にもテキスト－

【申込・問合せ】文化財課　 43-3384

須藤半五郎 著　烏帽子於也をよむ

かくのだて歴史塾

Information

潟前遺跡の土偶

　角館樺細工伝承館では、たくさんの皆さんから入館

いただくため、また、飾山囃子後継者の育成のために、

6 月から 10 月までの毎週日曜日、午前 10 時と 11

時の 2 回、飾山囃子の実演を行なっています。（10

組が交代で行ないます）

　なお、飾山囃子実演はもちろん、展示室への入館は

仙北市民の皆さんは無料ですので、ぜひご来館くださ

い。（８月１４日と、９月１１日を除きます）

【問合せ】角館樺細工伝承館　 54-1700

飾山囃子、はじめました！

角館樺細工伝承館

Information

白岩小学校
中川小学校

　6 月 23 日、秋田県文化会館で開催された「平成

23 年度秋田県図書館協会総会」で、梁田育郎氏（総

合情報センター・イベント交流館及び学習資料館担当

部会　会長）、小柳生子氏（学習資料館・文学館ボラ

ンテイア）の 2 名が表彰されました。

　梁田氏は、教職の経験と豊富な学識を生かして委員

長として長く地域の教育文化の発展に尽力されていま

す。

　小柳氏は、早期にボランティアで読み聞かせの普及

に貢献され、現在は子どもの読書活動や後進の指導に

も力を入れています。

2 名の方が表彰されました

秋田県図書館協会表彰

Topics

梁田氏 小柳氏

こんなにあります！

特定健診のメリット
●メタボリックシンドロームを早期発見します！

●実行しやすい生活習慣の目安がわかります！

●継続して健康状態を把握できます！

　角館地区から特定健診がはじまります。

　詳しくは、各世帯に配布された ｢ 平成 23 年度　仙北市　

健（検）診のお知らせ ｣ をご覧のうえ受診ください。

【角館地区】

期日 健（検）診会場

7 月 25 日（月）

角館交流センター

7 月 26 日（火）

7 月 27 日（水）

7 月 28 日（木）

7 月 29 日（金）

8 月 1 日（月） 角館中学校体育館

8 月 2 日（火）
白岩小学校体育館

8 月 3 日（水）

8 月 4 日（木） 雲然トレーニングセンター

（農林業研修センター）8 月 5 日（金）

8 月 8 日（月） 中川小学校体育館

8 月 9 日（火） 西長野交流センター（旧西長野小学校）

8 月 10 日（水）
角館交流センター

8 月 11 日（木）

●受付時間／◆ 1 部：13：00 ～ 14：00

　◆ 2 部：14：30 ～ 15：30

＊特定健診は、加入している健康保険組合によって内容や受

診方法が異なりますので、各健康保険組合からのご案内を確

認してください。

＊特定健診と同時に大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウ

イルス検診、肺がん（胸部総合）検診、結核検診、生活機能

評価を行います。医療保険にかかわらず対象年齢の方であれ

ば、受診することができます。

角館全地区骨粗しょう症検診
●日時・場所／８月 10 日（水） 　角館交流センター

　（特定健診と同時受付時間です）

●対象年齢／ 40、45、50、55、60、65、70 歳の女性

　（平成 24 年 4 月 1 日の年齢（年度年齢））

◆問合せ／仙北市保健課　 55-1112　

　ささらは、各村々で先祖供養・五穀豊穣・集落安全

を祈りながら、盆の時期に踊られてきました。今回は、

その上に「東日本大震災犠牲者追悼」と、東北が再び

元気になるよう「東北復興祈願」の思いをこめて、仙

北地方のささら団体の競演会を開催します。

●日時／ 8 月 28 日（日）午後～夜

●会場／たざわこ芸術村　大駐車場

●内容／◆オープニング（14：00 ～）：仙北市のさ

さら 1 団体・秋田県内のささら 2 団体の上演（予定）

◆子どもささら競演（16：00 ～）：仙北地方の子ど

もさあら数団体の上演　◆仙北地方ささら競演：仙北

地方ささら全団体（予定）の上演

＊いずれも入場無料　

【問合せ】仙北市伝統文化活性化委員会　事務局　一

般財団法人　民族芸能研究所　 44-3903

仙北地方　ささら大競演会

東日本大震災犠牲者追悼　東北復興祈願

Information
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玉川河川敷運動公園を会場に

スポーツ教室参加者募集

●グラウンドゴルフ教室
開催日：7 月 21 日 ( 木 )、8 月 3 日 ( 水 )
　　　　8 月 24 日 ( 水 )、9 月 1 日 ( 木 )
　　　　9 月 14 日 ( 水 )、28 日 ( 水 )
　　　　10 月 5 日 ( 水 )、19 日 ( 水 )
時　間：9：30 ～ 11：30

●グラウンドゴルフ大会
日　時：10 月 26 日 ( 水 )　9：00

　公共スポーツ活性化事業の一環として
スポーツ教室を開催します。天然芝生で
思いっきりスポーツをしてみませんか。

●場　所：玉川河川敷運動公園

●参加料：無料

●申込・問合せ：スポーツ振興課
　 43-3390

●サッカー教室（対象：小学生）

開催日：7 月 16 日 ( 土 )、24 日 ( 日 )
　　　　8 月 7 日 ( 日 )、27 日 ( 土 )
　　　　9 月 3 日 ( 土 )、19 日 ( 月 )
　　　　10 月 1 日 ( 土 )、23 日 ( 日 )
時　間：10：00 ～ 12：00

●サッカー教室（対象：小学生未満）

保育園単位で 7 月～ 10 月の平日に開催
します。（申込は不要です）

◎ソフトバレーボール教室

対　象：一般
場　所：上桧木内小体育館
開催日：8 月 19 日、9 月 23 日
　　　　10 月 21 日、11 月 18 日
　　　　12 月 16 日、1 月 27 日
　　　　※金曜日
時　間：19：00
連絡先：阿部久昭
　　　　 090-5598-5940

◎グランドゴルフ

対　象：どなたでも
場　所：紙風船館
　　　　桧木内小グラウンド
開催日：8 月 20 日、9 月 4 日
　　　　9 月 25 日、10 月 9 日
　　　　10 月 23 日、11 月 6 日
　　　　※日曜日
時　間：8：00
連絡先：鈴木英二
　　　　 080-1830-4879

◎軟式野球教室

対　象：小・中学生
場　所：吉田球場
開催日：8 月 21 日、8 月 27 日
　　　　9 月 10 日、9 月 23 日
　　　　9 月 24 日、10 月 8 日
　　　　※土、日曜日、祝日
時　間：8：30
　　　　7：00（9 月 10 日のみ）
連絡先：阿部慶太
　　　　 090-9533-8241

●各スポーツ教室でトレーニング方法
やケガ予防の講習会を行います。
　軟式野球：8 月 27 日、10 月 8 日
　グランドゴルフ：9 月 25 日
　ウォーキング：10 月 16 日
　卓球：10 月 29 日
　クロスカントリースキー：11 月 27 日
　時間：10：00

◎ウォーキング

対　象：どなたでも
場　所：桧木内小グラウンド
開催日：8 月 20 日、8 月 28 日
　　　　9 月 10 日、9 月 24 日
　　　　10 月 1 日、10 月 16 日
　　　　※土、日曜日
時　間：（土）6：00、（日）9：00
連絡先：大沢悦子
　　　　 0187-48-2529

◎卓球教室

対　象：どなたでも
場　所：吉田体育館
開催日：8 月 20 日、9 月 3 日
　　　　10 月 15 日、10 月 29 日
　　　　11 月 12 日、11 月 26 日
　　　　※土曜日
時　間：9：30
連絡先：阿部伸也
　　　　 090-4887-2128

◎クロスカントリースキー教室

対　象：小・中学生
場　所：桧木内小グラウンド
　　　　田沢湖スポーツセンター
開催日：11 月 6 日、11 月 12 日
　　　　11 月 19 日、11 月 27 日
　　　　12 月 3 日、12 月 10 日
　　　　12 月 11 日、12 月 23 日
　　　　12 月 24 日、12 月 25 日
　　　　1 月 14 日、1 月 15 日
　　　　1 月 21 日、1 月 22 日
　　　　1 月 28 日、1 月 29 日
　　　　2 月 4 日、2 月 5 日
　　　　2 月 12 日、2 月 19 日
　　　　※土、日曜日、祝日
時　間：8：30
連絡先：小林竹典
　　　　 090-2278-9067
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６
月
25
日
、
全
県
低
学
年
大
会
Ｕ-

８
（
８
歳
以
下
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
）
が

秋
田
市
雄
和
の
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ

れ
、
田
沢
湖
Ｆ
Ｃ
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
が
準

優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。決勝は河辺と対戦し、１対１のまま

ＰＫ戦へ。そこで惜しくも１対２で
敗れはしたものの見事準優勝！

チーム名 一 二 三 四 五 六 七 八 九 計

インパクト ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

秋田グリーン商事 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ × ２

決勝では惜しくも秋田グリーン商事（秋田市）に敗れ
ましたが、東北大会出場の切符を手にしました。

高
松
宮
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杯
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日
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予
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準
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６
月
25
日
、
26
日
、
大
館
田
代
球
場
（
大

館
市
）
で
高
松
宮
賜
杯
第
55
回
全
日
本
軟
式

野
球
大
会
秋
田
県
予
選
（
第
１
部
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
西
木
町
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
「
イ
ン
パ
ク

ト
」
が
大
仙
・
仙
北
地
区
を
代
表
し
て
出
場

し
、
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
こ
の

成
績
に
よ
り
、
９
月
23
日
か
ら
能
代
市
で
行

わ
れ
る
長
澤
正
夫
杯
ミ
ズ
ノ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

第
９
回
東
北
選
抜
軟
式
野
球
大
会
に
秋
田
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

交通規制にご協力をお願いします

　平成 23 年度全国高等学校総合体育大会が青森・

岩手・秋田・宮城を会場に、平成23年7月28日（木）

～ 8 月 20 日（土）の期間で開催されます。

　仙北市は自転車競技（ロード）の会場ですので、

選手・観客の安全確保、円滑な競技運営のために、

交通規制を行います。競技中は基本的に通行止めと

なりますので、警察官、競技役員等の指示にしたがっ

てください。交通規制の予定は以下の通りです。あ

くまでも予定ですので、広報・看板等の情報にご注

意ください。

交通規制の予定

8月12日（金）

田沢湖畔道路／ 6：30 ～ 9：30（予定）

田沢湖高原道路／ 8：45 ～ 10：00（予定）

　
６
月
26
日
、
能
代
市
総
合
体
育

館
を
会
場
に
、
第
12
回
小
学
生
Ａ

Ｂ
Ｃ
大
会
県
予
選
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
生
保
内
、
西

明
寺
、
桧
木
内
の
各
小
学
校
か
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出
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、
２
年
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以
下
男

子
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ン
グ
ル
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三
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君
（
生
保
内
小
２
年
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優
勝
、

３
年
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以
下
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シ
ン
グ
ル
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部
で
及
川 

貴
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君
（
西
明
寺
小
３

年
）
が
準
優
勝
の
好
成
績
を
収
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し
た
。

　
三
浦 
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月
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熊
本
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に

秋
田
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て
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場
す
る
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と
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な
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し
た
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前
列
左
か
ら
３
人
目
が
三
浦 

悠 

君
、

４
人
目
が
及
川 

貴
博 

君

仙
北
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Jr.
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三
浦 

悠 

君
、
及
川 

貴
博 

君
が
上
位
入
賞
！

　

※実際の競技は天候等により変わります。時間はあくま

でも目安ですので、あらかじめご了承願います。

※競技中に、田沢湖畔道路をやむを得ず通行しなければ

ならない場合は、仙北市実行委員会事務局へお問合せく

ださい。

スタート
（春山）

田沢湖畔
（4周回）

御座の石神社

たつこ像 県民の森

小先達交差点

ゴール
（たざわ湖スキー場）

■自転車競技コース

■スタート地点／春山第 1 駐車場前（田沢湖田沢字春山

　145-1）

■ゴール地点／たざわ湖スキー場スキーセンター「レラ」

　駐車場入口（田沢湖生保内字下高野 73-2）

■問合せ／仙北市実行委員会事務局（スポーツ振興課内）

　 43-3390

平成 23 年度全国高等学校総合体育大会

Sports News

Sports News

天然芝生の上で思いっきりスポーツをしよう！！

桧木内地区を会場に各種スポーツ教室
を開催します。

（各教室とも 1 回 2 時間くらいです）

※各種目とも期日の変更等があります
ので、参加者は事前に連絡先へお問い
合わせ下さい。

●参加料：一人 500 円（参加対象の　
教室にはいくつでも参加できます）

●申込・問合せ：教育委員会スポーツ
　振興課または各教室連絡先までお願
　いします。
　スポーツ振興課　 43-3390

sports
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
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秋田県統計グラフコン
クール作品募集

　県では、統計に関する知識を広め、統

計の表現技術を高めるため、全県の小学

生、中学生、高校生、大学生、一般のか

方々から「第 62 回秋田県統計グラフコ

ンクール」の作品（統計グラフ）を募集

します。詳しい内容は、募集要領をご覧

ください。募集要領は、市役所企画振興

課でお渡ししています。また、美の国秋

田ネット内調査統計課のホームページ

からもご覧になれます。

●テーマ／自由（小学生 4 年生以下の

児童は、外から資料を得ることなく自分

で観察・調査した結果をグラフにしたも

のに限ります）　● B2 判仕上げ（用紙

は張り合わせでも B2 判であれば可）　

●応募締切／ 9 月 5 日（月）必着　●

問合せ／秋田県企画振興部　調査統計

課　調整・統計管理班　 018-860-

1251　●美の国あきたネット・調査

統計課のアドレス／ http://www.pref.

akita.lg.jp./tokei/

　2011年 7月 24月

地デジ化　完了　

地デジに関するお問い合わせ：

デジサポ秋田　 018-803-1100

イベント

お知らせ

桧木内川「殿様あゆ祭り」
角館プラザホテルで開催

　桧木内川でとれる鮎（殿様あゆ）の新

作料理発表会が行われます。（試食もあ

ります）

●日時／ 7 月 25 日（月）11：00 ～

14：00　●会場／角館プラザホテル　

催事場　●内容／殿様あゆの新作料理

発表会、菓子類展示販売、鮎の塩焼き

販売　●問合せ／仙北市商工会　角館

本所　 54-2304　田沢湖支所　

43-0372　西木支所　 47-2130

＊ 7 月 24 日（日）14：00 ～　あゆ

釣り大会本部テント付近で「全県アユ釣

り大会」に鮎等に関したお菓子を販売。

講座・講習

角館交流センター
手作り教室

①虫よけスプレー：虫の嫌いな精油を

使った虫よけスプレーです。

②ハーブ石けん：ドライハーブと植物オ

イルを使い、手でこねて作ります。

　夏を快適に過ごすため、ぜひ作ってみ

ませんか？お子様でも簡単に作れます。

●日時／ 7 月 29 日（金）13：30 ～

14：30　●場所／角館交流センター　

●参加費／① 630 円　② 840 円　●

講師／田沢湖ハートハーブ　●申込・問

合せ／角館交流センター　 54-1003

ノルディックウォーキン
グを開催します

　ポール（ストック）を使用するノル

ディックウォーキングは、下半身だけで

なく腕・上半身の筋肉などの全身を使う

エクササイズになります。

●開催日／① 7 月 17 日（日）：乳頭温

泉コース（仙北市）　② 8 月 7 日（日）：

千畑中野台コース（美郷町）　③ 9 月

11 日（日）：田沢湖畔コース（仙北市）

④ 10 月 9 日（日）：玉川橋～神宮寺フッ

トバスコース（大仙市）　⑤ 10 月 30

日（日）抱き返り渓谷コース（仙北市）

●参加料／一般：500 円　会員：300

円（保険料含む）　＊ポールレンタル料

別途 300 円　●申込／事前に下記へお

申し込みください。（定員になり次第締

切）　●申込・問合せ／秋田県ノルディッ

クウォーキングクラブ（田沢湖スポーツ

センター内）　 46-2001

第 2回「愛のり列車」
開催決定！

　内陸線に乗ってスイーツを食べなが

ら、素敵な出会いをしませんか？　桧木

内・西明寺地域運営体では、恋愛環境の

総合的な発展を図り、幸せな街づくりを

目指し、第 2 回「愛のり列車」を企画

しました。

●日時／ 8 月 21 日（日）　8：20 ～

●集合場所／秋田内陸線角館駅　●参

加資格／ 20 歳以上の独身男女（男性は

仙北市在住の方限定、女性は不問）　●

募集定員／男女各 16 人　●参加費／男

性：3,500 円　女性：1,500 円　●問

合せ／桧木内地域運営体事務局　担当　

藤枝　 090-3756-8707

受講無料！
セミナー参加者募集！

　在職者や求職者（転職や再就職等を希

望する 60 歳未満）の方を対象に、セミ

ナーを開催します。雇用保険受給者の方

は、求職活動の実績としてカウントが可

能ですので、ぜひご参加ください。なお、

応募の状況等により、早期に締め切る場

合がありますので、ご留意ください。

『第 1 回旅館 ･ ホテル等接客人材育成セ

ミナー』

①プリザーブドフラワーの基礎知識と制

作技術（卓上、壁掛け用等）の習得

【色彩やカラーバランス、デコレーショ

ン、テーピング、ピン、リボン等の技法】

※プリザーブドフラワーとは…生花のよ

うな美しい状態で、長期間保存できるよ

うに加工された花。結婚式のブーケやギ

フトフラワー、インテリアとして使用さ

れています。

②きものの着付け技術の習得と、和小物

の使い方

【きものの選び方、美しく着るポイント、

腰紐や帯の締め方（名古屋帯）、風呂敷

の使い方等】

③客室乗務員が提供する顧客サービス

【好感を与える接客のポイントや必要な

心構え等】

●開催日／ 8 月 2 日（火）、3 日（水）、

5 日（金）、8 日（月）、10 日（水）●

時間／ 10：00 ～ 15：00　●場所／

角館交流センター　●定員／ 10 人　●

申込期限／ 7 月 21 日（木）

 

『第1回ネットショップ入門コースセミナー』

　ネットショップの制作とサイト運営テ

クニックの習得　

【ホームページの制作、画像加工の仕方、

検索エンジンへの登録、Twitter を活用

した集客法等】

●開催日／ 8 月 22 日（月）、23 日（火）、

29 日（ 月 ）、30 日（ 火 ）　 ● 時 間 ／

10：00 ～ 15：00　●場所／仙北市

総合情報センター　●定員／ 10 人　●

申込期限／ 8 月 10 日（水）

『温泉浴マイスター人材育成セミナー』

　仙北市の温泉に関する知識と救急救命

措置法の習得、玉川温泉の施設見学等

【温泉の泉質や効用、特徴、正しい入り方、

事故予防法、ストレス発散法、メタボ予

防法等】

●開催日／ 9 月 17 日（土）、18 日（日）

●時間／ 9：00 ～ 17：00　●場所／

西木温泉クリオン　●定員／ 20 人　●

申込期限／ 8 月 31 日（水）

＊各セミナーとも、応募多数の場合は選

考となります。

＊セミナーの詳細は、ハローワーク角

館に設置している案内チラシや協議会

ホームページをご覧ください。　●問

合せ／仙北市雇用創造推進協議会（商工

課　緊急雇用対策室内）佐藤　 55-

4858　FAX 54-4102　URL：http://

koyou-semboku.jp/ 　　相談

角館調停協会
「無料調停相談会」開催

離婚、相続、サラ金、交通事項補償、土

地協会問題など、身の回りの相談に応じ

ます。予約は必要ありません。

●日時／ 7 月 29 日（金）10：00 ～

15：00　●場所／角館簡易裁判所（角

館町小館 77-4）　●問合せ／角館調停

協会　 53-2305

平成23年度特別支援教室
かがやきミーティング

● 日 時 ／ 8 月 4 日（ 木 ）13：30 ～

16：50　●場所／浅舞公民館（横手

市平鹿町浅舞字覚町後 140）　●講演

「発達障害児と共に学級の社会性を高め

るには」　講師：宮崎昭氏（山形大学地

域教育文化学部付属教職研究総合セン

ター教授）　●実践発表／特別支援学校

におけるセンター的機能の活用に関す

る実践発表　発表者：羽後町立西馬音内

小学校・県立稲川養護学校担当者　●参

加料／無料　●申込期限／ 7 月 22 日

（金）まで次へ　●申込・問合せ／南教

育事務所仙北出張所　大沢　 0187-

63-3477

お勤めの方を対象とする
スキルアップセミナー

【ワードビジネス文書作成】

●日程／ 9 月 1 日（木）、2 日（金）　

●定員／ 10 人

【第一種電気工事士筆記試験準備講習】

●日程／ 9 月 6 日（火）、7 日（水）、

14 日（水）、15 日（木）　●定員／

20 人

【ガス溶接技能講習】

●日程／ 9 月 8 日（木）、9 日（金）　

●定員／ 15 人

【測量基礎講習】

●日程／ 9 月 8 日（木）、9 日（金）　

●定員／ 10 人

【2 級建築施工管理技士学科準備講習】

●日程／ 9 月 29 日（木）、30 日（金）

●定員／ 10 人

【各講習共通】

●時間／ 9：00 ～ 17：00　●場所／

大曲技術専門校　●受講資格／現在お

勤めしている方　●受講料／無料（テ

キスト代自己負担　●申込・問合せ／

大曲技術専門校　民間訓練支援室　

0187-62-6321

医学生修学資金（市町村
振興奨学金）の貸与者を
募集しています

　現在国内の医学部医学科に在学してい

る方で、将来、県内の公的医療機関等で

医師として地域医療に従事しようとする

気概と情熱に富んだ医学生の方に、修学

資金を貸与します。

●貸与額／月額 15 万円（自宅から学校

へ通学している方は 10 万円）　入学科

相当額 28 万 2 千円（平成 23 年度新入

生のみ加算）　●貸与期間／貸与決定の

月から、大学の正規の最短修学年限　●

その他／卒業後医師となって、貸与を受

けた期間の 1.5 倍の期間、公的医療機関

等（診療所の勤務にあたっては 1 年を

限度）に勤務してい頂いた場合は、修学

資金の返還が免除になります。なお、勤

務期間の 1/2 については知事が公的機

関等の中から指定します。　●問合せ／

秋田県医師確保対策室　 018-860-

1410

東北電気保安協会から

家庭用電気製品の掃除を
行いましょう

　ご家庭で使用するテレビ、ステレオ、

エアコンや冷蔵庫などの後側にはたくさ

んのチリやホコリがたまりがちです。定

期的に、コンセントを抜いて掃除しま

しょう。ただし裏蓋を外して中までの掃

除は、専門家に任せましょう。電気器具

の掃除は、機器の効率を高め省エネにも

つながります。

財団法人東北電気保安協会
http://www.t-hoan.or.jp/
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仙北市

　　 対策推進運動節電　

16
秋田県埋蔵文化センター出張展示
田沢湖畔の縄文文化　～潟前遺跡と黒倉遺跡
■時間　9：00 ～ 17：00　■場所　仙北市イベント交流館
＊ 8 月 21 日（日）まで開催

17

カタクリの里　夏祭り
■時間　12：00 ～　■場所　かたくり館前特設会場

むらっこ物産館「ミズ祭り」
■時間 11：00 ～ 15：00　■場所　むらっこ物産館

飾山囃子実演
■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

18
19 社会福祉協議会　心配ごと相談日

■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　社会福祉協議会西木支所

20
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

21
22
23 たざわ湖まつり

■場所　田沢湖湖畔白浜特設おまつり広場

24
第 6 回仙北市長杯争奪野球選手権大会
■場所　落合野球場　ほか

飾山囃子実演
■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

25
26
27
28 社会福祉協議会　心配ごと相談日

■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

29

夜間納税窓口開設
■時間　17：15 ～ 19：00
■場所　税務課、角館・西木地域センター

角館調停会「無料調停相談会」
■時間　10：00 ～ 15：00　■場所　角館簡易裁判所

角館交流センター「手作り教室」
■時間　13：30 ～ 14：30　■場所　角館交流センター

30 クニマス発見記念フォーラム
■時間　13：00 ～ 16：30　■場所　仙北市民開館

1
第 6 回仙北市長杯争奪野球選手権大会
■場所　落合野球場　ほか

飾山囃子実演
■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

2
3
4

仙北市の行事予定

7月16日（土）～8月4日（木）

火

水

土

日

月

金

日

月

木

月

土

日

金

火

水

木

土

8/

「六本杉下老人の家」の
利用について

　西明寺地域運営体の事業を活用して

集落会館を改装し、「六本杉下老人の家」

が完成しました。西明寺地区のおおむね

65 歳以上の高齢者が集い交流出来る場

所として利用できます。グループでの集

まりなどでも利用でき、健康指導等も予

定しています。利用に関しては、下記ま

でご連絡ください。なお、活動予算に限

りがありますので、予算終了後は有料と

なりますのでご了承ください。

＊駐車場・冷房設備はありません。

●連絡先／管理人　三川誠子　 47-

2035

無料温泉入浴券をご利用
ください

　緊急経済支援対策として、広報５月

16 日号に折り込みました「無料温泉入

浴券」の利用期限は、平成 23 年 12 月

末までです。期限までにぜひご利用いた

だき、元気な体と気分もリフレッシュし

てみてはいかがですか。

＊日帰り入浴時間は施設により異なりま

す。事前に入浴時間を施設にお問い合わ

せください。（対象施設は入浴券に記載）

●問合せ／仙北市観光課　 43-3352

県民と留学生との交流事業
「秋田のファミリー」
参加者募集

　県内で学ぶ留学生と自由に交流でき

るプログラム「あきたのファミリー」に

参加してもらえる家庭を募集していま

す。

●期日／ 7 月 28 日（木）●申込・問

合せ／（財）秋田県国際交流協会　

018-893-5499　 ホ ー ム ペ ー ジ 

http://www.aiahome.or.jp

ＮＴＴ東日本の電話帳を
発行します

　ＮＴＴ東日本では、8 月中に順次、新

しい秋田県版の電話帳を各ご家庭や事

業所へお届けします。現在お使いの電話

帳は、お届けの際に回収しますので、配

達員へお渡しください。回収した電話帳

は、地球環境保護や資源の有効活用のた

め、新しい電話帳の原材料となります。

なお、ご不在等で配達員に電話帳を」渡

せなかった場合、下記の「タウンページ

センタ」までご連絡いただければ、後日、

改めて回収に伺います。

●問合せ／タウンページセンタ（平日：

9：00 ～ 17：00）　フリーダイヤル

0120-506-309

秋田内陸線口コミキャンペーン

「暑中見舞い葉書」大作戦！

　秋田内陸地域公共交通連携協議会で

は、市民から県内外に住む知人や親類に

内陸線の写真を印刷した暑中見舞い葉

書を出してもらい、内陸線のＰＲや帰郷

時の乗車などを呼びかけ、利用促進につ

なげる内陸線口コミキャンペーンを展

開中です。

　「暑中お見舞い葉書」は市役所の各地

域センター窓口に準備していますので、

皆様のご協力をお願いします。なお、葉

書の枚数には限りがありますので、ご了

承願います。●問合せ／秋田内陸活性化

本部　 0186-82-2114

防ごう！夏季の電力不足

　東日本大震災の影響のため電力の供給が落

ち込んでいます。このため、仙北市では電力

使用料が増える 7 月 1 日から 9 月 30 日まで

の期間、「仙北市節電対策推進運動」を展開し

節電に取り組みます。 

　市役所をはじめとする公共施設でも節電を

一層進めます。市内事業所・一般家庭でも節

電にご理解いただき、ご協力をお願いします。

● 6 月から 10 月までのクールビズの奨励

●パソコンの節電プログラムを実行

●エアコンの温度管理を徹底

●事務所の照明のこまめな消灯を実施

●ブラインドの開閉で日射負荷を軽減

●給湯温水器の夜間電源オフを徹底

職場で！

●無理のない範囲で、エアコンの設定温度は

　室温 28℃

●すだれやブラインドで、窓からの日差しを

　和らげる

●冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉

　をあける時間を減らし、食品を詰め込まない

●日中は照明を消して、夜間もできるだけ照

　明を減らす

●電化製品は省エネモード。使わないときコ

　ンセントからプラグを抜く

家庭で！

7月1日～9月30日

すだれで日差しを和らげる

使わない電化製品はコンセントを抜く

冷蔵庫の設定温度は「中」に

火

水

海の日

●開催日／ 7 月 31 日（日）

●場所／宮沢海水浴場および周辺

●開催内容／豪風関とすもう大会（中学

生以下）・若美メロン試食会・フラダンス・

ヤートセ踊り・ふれあいヤートセ踊り・

若美ベンチャーズ演奏会・盆踊り

＊すもう大会は参加申込が必要です。

●イベント開催時間や申込は…

男鹿市観光課

0185-24-9141　

FAX 0185-23-2424

第18回宮沢海岸夕日フェスティバル

　広報せんぼく7月1日号 7 ページ、

民生児童委員の方のお名前に誤りが

ありました。

　角館地区　佐賀　功さん ( 誤 )　

　→　 さん ( 正 )

　お詫びして訂正いたします。
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▼
七
夕
で
の
願
い

も
む
な
し
く
、
暑

過
ぎ
る
夏
に
グ
ッ

タ
リ
し
て
い
ま
す
。

保
冷
剤
で
体
温
を
下
げ
る
工
夫
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
も
２
時
間
持
つ
か
ど

う
か
の
状
態
で
す
。
先
日
も
後
先
考
え

ず
に
つ
い
大
好
き
な
激
辛
ラ
ー
メ
ン
を

注
文
。
後
悔
す
る
気
力
も
な
く
た
だ
た

だ
グ
ッ
タ
リ
。
判
断
力
の
低
下
は
体
を

壊
す
よ
う
で
す
。（
Ｓ
Ａ
）　

▼
真
夏
日

が
続
き
、
体
調
を
く
ず
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
熱
中
症
対
策
に
水
分
補
給
は
大
事

で
す
が
、
こ
の
前
気
に
な
る
記
事
を
発

見
。『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症
候
群
に
注
意
』。

大
量
に
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
摂
取
す
る
こ

と
で
、
血
糖
値
が
上
昇
。
血
糖
値
を
一

定
に
保
つ
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
一
時
的

に
低
下
し
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
た

り
、
昏
睡
状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
そ

う
で
す
。
水
分
補
給
に
は
お
茶
な
ど
を

飲
む
よ
う
に
し
て
、
糖
分
の
大
量
摂
取

を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
で
す
。

（
Ｔ
Ｒ
）　

▼
梅
雨
が
明
け
、
青
い
空
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
強
い
日
差
し
に
上

昇
す
る
気
温
。
今
年
の
夏
も
暑
い
の
で

し
ょ
う
か
。
広
報
で
節
電
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
暑
さ
を
我
慢
し
た
節
電

で
体
調
を
崩
し
て
は
大
変
で
す
。
ム
リ

の
な
い
範
囲
で
お
願
い
し
ま
す
。
こ
ま

め
な
水
分
補
給
な
ど
の
工
夫
で
、
暑
い

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。（
Ｙ
Ｏ
）

○
○
の
つ
ぶ
や
き

編
集
後
記

防災情報・安心情報・子育て情報・学校情報

『仙北市安全・安心メール』をはじめました

● 空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jpへ空メールを送信してくださ
い。返信されるメールの内容に従って本登録を行ってください。

● http://anshin.city.semboku.akita.jpからも登録できます。

●特別基調講演　演題「クニマスは生きているー伝説から科学へー」

　講師　中坊徹次　氏（京都大学総合博物館教授　農学博士）

●パネルディスカッション　テーマ「蘇る田沢湖のクニマス」

　パネリスト：西木正明　氏（作家）、矢口高雄　氏（漫画家）、塩野米松　氏（作家）、

　　　　　　　三浦　久　氏（丸木舟の会会長）、小松嘉和　氏（秋田魁新報社報道部記者）

　アドバイザー：中坊徹次  氏（京都大学総合博物館教授　農学博士）

　コーディネーター：杉山秀樹　氏（秋田県立大学客員教授）　

　※パネルディスカッションの出演予定者は変更になる場合があります。

◆主催　仙北市　◆共催　秋田県　田沢湖・角館観光連盟　（社）田沢湖観光協会　

日時　7 月 30 日 土　13：00 ～ 16：30

会場　仙北市民会館（田沢湖生保内字武蔵野105-1）

入場料　無料

 申込方法

　①郵便はがきによる申し込み

　　宛先　〒 010-0941  秋田市川尻町大川反

          　　秋田朝日放送「クニマス・フォーラム事務局」

　②インターネットまたは携帯サイトから申し込み

　　秋田朝日放送ホームページ内「クニマス発見記念

　　フォーラムコーナー」（http://www.aab-tv.co.jp/) から

　　ご応募ください。

 申込締切

　郵便はがき 7 月 20 日必着、

　インターネット・携帯サイト 7 月 20 日 17:00 まで

「クニマス特別企画展」も開催

7月23日（土）～31日（日）

新・旧クニマスの希少標本展示
【同時開催】矢口高雄作　地底湖のキノシリマス展

8月4日（木）～21日（日）

クニマスの写真、パネルを展示

●場所／田沢湖観光情報センター・フォレイク

●開催時間／ 9：00 ～ 18：00

　（17：30 までの場合あり）

●主催・問合せ／

　（社）田沢湖観光協会　 58-0063

クニマス発見記念フォーラム

 問合せ　秋田朝日放送

　（株）「クニマス・フォーラム事務局」

　 018-888-1505（平日 9：30 ～ 17：00）
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